
 
平成23年11月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成22年12月1日～平成23年5月31日） 

 
平成23年11月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年12月1日～平成23年11月30日） 

 
平成23年11月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成22年12月1日～平成23年5月31日) 

 
平成23年11月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年12月1日～平成23年11月30日） 

修正の理由 
 平成23年4月13日の第１四半期の決算発表時において、平成23年３月11日に発生した東日本大震災により業績予測に
ついて合理的な算定ができなかったことから未定としておりましたが現時点において入手可能な情報等に基づき、修正す
ることといたしました。 
東日本大震災による当社直営店の損害は限定的であったものの主要顧客である卸売店の店舗の休業、営業時間の短縮

平成23年7月1日
各 位 

上場会社名 リーバイ・ストラウス ジャパン株式会社
代表者 代表取締役社長 齋藤 貴
（コード番号 9836）
問合せ先責任者 取締役 経理財務統括部長 角井 満信
（TEL 03-5785-5600）

業績予想の修正に関するお知らせ  

 平成23年３月11日に発生した東日本大震災に伴う影響と最近の業績動向を踏まえ、業績予想を下記の
通り修正いたしましたのでお知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) ― ― ― ― ―
今回修正予想(B) 4,952 △885 △816 △1,236 △42.73
増減額(B-A) ― ― ― ―
増減率(%) ― ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年11月期第2四半期）

7,003 △1,120 △1,088 △2,305 △79.66

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) ― ― ― ― ―
今回修正予想(B) 9,200 △2,200 △2,100 △2,500 △86.40
増減額(B-A) ― ― ― ―
増減率(%) ― ― ― ―
（ご参考）前期実績 
（平成22年11月期）

13,169 △2,425 △2,294 △3,587 △123.99

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) ― ― ― ― ―
今回修正予想(B) 4,814 △929 △860 △1,279 △44.21
増減額(B-A) ― ― ― ―
増減率(%) ― ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年11月期第2四半期）

6,992 △1,075 △1,043 △2,254 △77.90

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) ― ― ― ― ―
今回修正予想(B) 9,000 △2,200 △2,100 △2,500 △86.40
増減額(B-A) ― ― ― ―
増減率(%) ― ― ― ―
（ご参考）前期実績 
（平成22年11月期）

13,021 △2,375 △2,290 △3,548 △122.64



及び消費者マインドの低迷に加えて課題でありました市中在庫の適正化を加速化させるため売上は減少する見込みです。
しかしながら、親会社に第２四半期以降に支払うロイヤリティについて減免する契約を締結したことから売上総利益は通期
で約４億円程度の改善が見込まれます。また、販売費及び一般管理費は、人件費の削減効果や本社事務所移転に伴う経
費削減効果に加えて一層の削減努力を行ってまいります。 
 また、「資産除去債務の会計基準」適用に伴う特別損失や組織合理化に伴う特別退職金を見込んでおり四半期純損失
（当期純損失）は以上の金額となる見込みです。 
  
※ 上記の業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提
に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

以 上


